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1 文書に関する注意事項
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1 文書に関する注意事項

1.1 CE 証明
Rittal GmbH & Co. KG は、水冷式熱交換器が機械指令
2006/42/EG および EG-EMC ガイドライン 2004/108/
EG に適合していることを保証致します。該当する適
合宣言書はユニットに付属されています。

1.2 関連文書の保管
びにすべての関連文書は、製品にとっての不可欠な
要素です。これらの文書は水冷式熱交換器を使って
作業する人に配布されなければなりません。また、
操作・メンテナンス担当者の手元にあり、いつでも
利用可能な状態にする必要があります。必要があり
ます。

1.3 操作マニュアル内の記号
以下の記号がこの文書内で用いられます：

この記号は「アクションポイント」を意味し、実
行すべき操作・手順であることを示します。

1.4 一般的助言
この水冷式熱交換器は多くの技術規則に準拠してい
るので、さまざまな市場や用途に適しています。 最新
情報に関しては www.rittal.com/jp-ja の「製品」をご
覧ください。

2 安全に関する注意事項
次の各章に書かれている作業に関わる安全上の注
意事項をも必ず守ってください。

食品の安全性
食品衛生法 EG 852/2004 第 1 条、項 1a によると、食
品の安全性に関する主な責任は、食品事業者が持つ
となっています。

オペレーターおよび専門技術者
– この製品の設置、配線、試運転、メンテナンスお
よび修理は、資格を持つ専門技術者にお任せくだ
さい。

– 子供および認知能力や協調能力が低い人は、この
製品を操作、メンテナンス、クリーニングあるい
はおもちゃとして使用してはなりません。

3 洗浄と消毒

3.1 洗浄剤
水冷式熱交換器の表側に使用される部品の素材には、
食品･嗜好品産業で使用される洗浄剤や消毒剤に強い
ものを選びました。 しかし、耐性に関する一般的な見
解を示すことが不可能なので、次の試験済みの溶剤
を使用することをお勧めします。
エコラボ (http://ja-jp.ecolab.com/)

– P3-topax 12
– P3-topax 19
– P3-topax 56
– P3-topax 99
FINK TEC

– 10030 FINK-FC 30 (消毒用アルカリ性泡クリーナー )
– 17037 FT 37 SR (強アルカリ性泡クリーナー )
– 18001 FINK RHE スーパー、泡タイプ (強アルカリ
性の油汚れ落とし )

– 17310 ÖKORON 10 (酸性の殺菌剤 )
– 17313 ÖKORON 13 (酸性の殺菌剤 )
– 18801 FINK アルミクリーナー、泡タイプ (酸性の
泡クリーナー )

– 18809 FINK 硝酸泡クリーナー
JohnsonDiversey (ジョンソンディバーシー )

– Superfoam VF3 (アルカリ性の泡 )
– Powergel VG1 (アルカリ性のゲル、高濃度の溶剤お
よび界面活性剤を含む )

– Acifoam VF10 (リン酸泡 )
– Divosan Activ VT5 (過酢酸系除菌剤 )
– Divodes FG VT29 (アルコール消毒剤 )
試験した JohnsonDiversey (ジョンソンディバーシー) 
社製の製剤は、食品産業で一般的に使用される科学

警告！
この警告マークは、この製品に関して示さ
れた予防策に従わなかった場合に怪我や死
にさえ至るかもしれない大きな危険を示し
ます。

要注意！
この要注意マークは、装置の損傷や人の怪
我のリスクの原因となるかもしれない危険
を示します。

注意！
製品と環境に害を与える恐れがあります。

衛生上のリスク！
この注意事項を無視した場合は、好ましく
ない微生物の発生を招くリスクが高くなり
ます。

注記：
この指示マークは物的損害に至る可能性の
ある状況に関する、重要な注意事項および
標示を示します。
リタール 水冷式熱交換器 HD 3
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物質群とクリーナー類のすべて (ハロゲン含有洗浄剤
を除く ) を反映するので、JohnsonDiversey (ジョンソ
ンディバーシー ) 社製の多種多様のクリーナー類に
は、食品産業の分野で使用されるすべてのクリー
ナーが含まれると言えます。
通常の濃度に関しては、それぞれの洗浄剤や消毒剤
に付属の使用方法をご覧ください。

3.2 洗浄
水冷式熱交換器の洗浄は、次の項目を基本に行っ
てください
– 設置と配線 /配管後
– メンテナンス作業後、
– 社内で決めた定期的洗浄。

洗浄時に使用が禁止されているもの
– 鋭い、硬いあるいはとがっている物、
– 材質の表面の粗さを悪化させる研磨処理、
– 健康を危険にさらす洗浄剤や溶剤を含む洗浄剤、
– ハロゲン含有洗浄剤、例えば塩化物 (ステンレス 

1.4301 / AISI 304 に孔食が発生する可能性あり )。

3.3 清掃用具
使用前に、清掃用具に汚れがないこと、衛生的にも
問題がないことを確認してください。 必要であれば使
用前に消毒してください。
– 清掃用具から、後に食品に影響を与える可能性の
ある残留物が、洗浄する表面や部品に残ることが
あってはなりません (例： 糸くずが出るような布は
使用禁止です、ブラシの毛が抜けるブラシの使用
は禁止です )。

– 使用前に必ず清掃用具の点検をしてください。
– さびが発生する可能性のある清掃用具の使用は禁
止です (ステンレスにもらいさびが発生する危険性
あり )。

4 ユニットについての説明

4.1 概要
機種によって、お使いの水冷式熱交換器の外観がこ
の取扱説明書に記載されているイラストと異なる場
合があります。 しかし、基本的な機能に違いはありま
せん。

イラスト 1: ユニットについての説明
各部の説明
1 カバー
2 X1 接続用端子台 (本体背面 )
3 サーモスタット (本体背面 )
4 等電位化用接続箇所 (本体背面 )
5 銘板 (本体背面 )
6 冷却水復路 (本体下面 )
7 凝縮水排水口 (本体下面 )
8 冷却水往路 (本体下面 )
9 付属品一式

4.2 機能
水冷式熱交換器はエンクロージャー内の熱を放散さ
せ、エンクロージャー内の温度を下げることにより、
熱に弱い部品を保護する目的で開発･設計されていま
す。 
水冷式熱交換器は、空冷式熱交換器、エンクロー
ジャー クーリングユニットあるいはフィルターファ
ンなど、システム上の理由から放熱を効率よくかつ
経済的に解消する機器を設置できない、周囲温度 +1 
～ +70°C までの環境に適しています。

4.2.1 機能原理
水冷式熱交換器は三つの主要部品で構成されていま
す (イラスト 2 参照 )：
– 熱交換器パッケージ (ポジション 2) 
– ファン (ポジション 3) および
– 電磁弁 (ポジション 1)
これらは配管でつながっています。

衛生上のリスク！
適切な洗浄が行われないと、ハウジングの
表面がダメージを受け、結果的に有害微生
物の定着や増殖をもたらす条件を整えてし
まう可能性が出てきます。 それを防ぐため
に、次の注意事項は必ず守ってください。

注記：
洗浄には、布あるいはブラシの使用をお勧
めします。 高圧洗浄をする場合は、使用さ
れているシリコンパッキンが損傷しないよ
うご注意ください。

1

7

2, 3, 4, 5

9

6

8
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イラスト 2: 水冷式熱交換器の動作原理
各部の説明
1 電磁弁
2 熱交換器
3 ファン
4 サーモスタット制御
5 冷却水復路
6 冷却水往路

エンクロージャー内の熱は、フィン式熱交換器を介
して、冷媒としての水に送られます。 エンクロー
ジャー内の空気は、ファン (ポジション 3) によって
熱交換器 (ポジション 2) を通過します。水の往路お
よび復路、ならびに凝縮水排水路も含め、ユニット
は周囲に対して完全に密閉されています。
冷却能力は、希望の設定温度および往路水温を基に、
水の流量を制御する電磁弁 (ポジション 1) によって
調整されます。

4.2.2 凝縮水の発生
熱交換器で発生する凝縮水 (湿度が高く、水温が低い
場合 ) は、熱交換器トレイ内の排水口から、ユニット
の下部へ排出されます。 そのために、必ず、凝縮水排
水継ぎ手にホースをつなげてください (項 5.3.4 「凝
縮水排水管の接続」参照 )。 凝縮水がスムーズに排出
されるようにしてください。 凝縮水排水ホースを配管
する際は、ねじれ、曲がりに注意し、排水が正常に
行われるかを必ずチェックしてください。 凝縮水排水
ホースはアクセサリーとして入手可能です (リタール
総合カタログ、アクセサリー参照 )。

4.3 正しくお使いいただくために、予見可能な
誤使用

この水冷式熱交換器は、食品･嗜好品産業分野におけ
るエンクロージャーの冷却を目的として造られてい
ます (DIN EN 1672-2 による食品加工エリア )。 仕様 (
テクニカルデータ ) に記載されている限界値 (項 11
「仕様」参照 ) は必ず守ってください。 取り付け、配
線およびメンテナンスは必ず専門教育を受けた技術
者にお任せください。
不適切に扱うと、危険な状態を引き起こす可能性が
あります。 不適切な扱いとして、次のような事柄をあ
げることができます： 
– エンクロージャードアが開いている状態での、水
冷式熱交換器の長時間使用

– リタール社が許可していないアクセサリーの使用
– 不適切な冷媒の使用
– 食品･嗜好品を取り扱う場所にある、食品冷却用
キャビネットへの使用

– 屋外設置
– 家庭あるいは家庭のようなプライベートな環境に
おける使用

– 冷媒の蒸発器としての使用

4.4 同梱品

注記：
製品 3215.700 は、湿度が高い時に、凝縮
水を冷気出口からエンクロージャー内に飛
び散らす可能性があるます。 この現象を避
けるために、必ずエンクロージャーの全方
向を密閉してください (IP 54)。 気密性の悪
い、あるいは開いているエンクロージャー
の場合は、表 1 の限界値を守る必要があ
ります。

12

13

14

16 15

11

往路水温 Tw [°C] 相対湿度 rH [%]

= 10 ≤ 55

≥ 16 = 80

表 1: 限界値

数量 名称 (説明 )

1 水冷式熱交換器

1 付属品一式 (袋入り )：

1 – HD フレーム形パッキン

6、10 – 全ねじボルト M6 x 30 (3214.700、
3215.700)

6、10 – 六角ナット M6 x 30 (3214.700、
3215.700)

6、10 – ワッシャー (3214.700、3215.700)

1 – ケーブルタイ

2 – ガスケット

1 – 取扱説明書 (組立・設置および操作マ
ニュアル )

1 穴加工用テンプレート

表 2: 同梱品
リタール 水冷式熱交換器 HD 5
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5 設置

5.1 安全に関する注意事項

5.2 設置場所に関する要求事項
– 水冷式熱交換器は必ずイラスト 3 に示すような状
態 (縦方向、配管接続部下 ) で設置し、運転を行っ
てください。

– 周囲温度が +70°C を超えないところでご使用くだ
さい。

– 凝縮水排水管の接続を行えるようにしてください (
項 5.3.4 「凝縮水排水管の接続」参照 )。

– 冷却水往路・復路の配管接続を行えるようにして
ください (項 5.4 「冷却水用配管の接続」参照 )。

– ユニットの銘板に記載されている電源仕様は必ず
守ってください。

– エンクロージャー内に取り付けたコンポーネント
の熱損失が、水冷式熱交換器の有効冷却能力を超
えないようにしてください。

5.3 取り付け手順

5.3.1 取り付けに関する注意事項
梱包に損傷がないことを確認してください。 どのよ
うな梱包の損傷も、後の機能不良につながる可能
性があります。

– 必ずエンクロージャーの全方向を密閉してくださ
い (IP 54)。 気密性の悪いエンクロージャーを使用す
ると、凝縮水の発生が多くなります。

– 吸気口および排気口をふさがないようにしてくだ
さい。

エンクロージャー内に電子機器を配置する際は、
水冷式熱交換器の冷風が稼働中の機器に当たらな
いようにしてください。

イラスト 3: 冷風を稼働中のコンポーネントに直接当てない

電子機器の送風口から出る気流には特にご注意く
ださい (イラスト 3)。

水冷式熱交換器をマウンティングプレートの背面
と並べて設置することは絶対に避けてください。
他の設置方法がない場合は、通気性を良くするた
めに、必ず適切な対策を講じてください。

エンクロージャー内の空気が常に均等に循環する
ようにしてください。
吸気口および排気口は絶対にふさがないでくださ
い。ユニットの冷却能力が低下します。

電子部品や他のエンクロージャー内実装機器との
間隔を、空気循環が妨げられないように、十分に
空けてください。

警告！
人力による取り扱い最大重量を守ってくだ
さい。 必要に応じて、吊り上げ装置をご使
用ください。

電気設備あるいは電気装置に関する作業
は、電気技術基準に従い、電気技師あるい
は電気技師の指導および監視の下にある専
門教育を受けた人のみが行うことができま
す。

水冷式熱交換器の接続は、必ずこの文書 (

マニュアル ) を読んだ後に、前述の資格者
によって行ってください。

絶縁工具のみをご使用ください。

管轄の電力会社の配線規則を守ってくださ
い。

警告！
水冷式熱交換器の電源への接続は、過電圧
カテゴリー III (IEC 058-1) 準拠の全極一括
投入式断路器を介して行ってください。

水冷式熱交換器を非通電状態にするには、
すべての電圧源を切り離してください。

衛生上のリスク！
運転中にも、洗浄やメンテナンスなどのた
めに、水冷式熱交換器のすべての表面、配
管接続部ならびに凝縮水排水口に手が簡単
に届くように設置してください。
6 リタール 水冷式熱交換器 HD
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イラスト 4: エンクロージャー内の適切な空気循環

5.3.2 取り付け用カットアウトを施す
水冷式熱交換器をエンクロージャーに取り付けるに
は、ドアあるいはサイドパネルにそのための取り付
けカットアウトを施す必要があります。
同梱の穴加工用テンプレートを、エンクロー
ジャーのドアあるいはサイドパネルに貼り付けて
ください。

必要とされるすべての穴を開け、取り付け用の
カットアウトを施してください。

とがった角でけがをしないよう、穴開けやカット
アウト後は、念入りにバリ取りを行ってください。

5.3.3 水冷式熱交換器の取り付け

水冷式熱交換器を、滑らかで平らな面に取り付け
てください。 粗さ (谷深さ ) <0.8 μm のステンレス面
が最も適しています。

水冷式熱交換器の背面に HD フレーム形パッキンを
はめ込んでください。

イラスト 5: HD フレーム形パッキンをはめ込む

水冷式熱交換器の背面に全ねじボルトをねじ込ん
でください。

イラスト 6: 全ねじボルトをねじ込む

水冷式熱交換器を持ち上げ、エンクロージャーに
開けてある取り付け用の穴に、全ねじボルトを差
し込んでください。

付属のワッシャーと六角ナットで、全ねじボルト
を締め付けてください (最大トルク： 2.5 Nm)。

注意！
穴やカットアウトのバリ取りが不十分な場
合は、水冷式熱交換器を取り付ける際に、
手を負傷する危険性があります。

衛生上のリスク！
ハウジング表面の粗さ (谷深さ ) は 
<0,8 μm です。 表面に傷が付くと、微生物
が定着しやすくなります。 
そのため、設置時にハウジングの表面や
配管接続部に傷が付かないように、適切
な対策を施してください。

このマニュアルに記載されているすべて
の締付トルクを定期的に点検してくださ
い。 
水冷式熱交換器とエンクロージャー間の確
実で衛生的なシーリングを実現するために
は、これらのことを厳守してください。

65
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イラスト 7: ユニットをねじ留めする

5.3.4 凝縮水排水管の接続

ホースは
– 傾斜を設けて設置してください (逆流や滞留防止 )
– ねじれ、曲がりがないように設置してください
– 延長する場合は、断面を狭めないでください

イラスト 8: 凝縮水排水管の接続
各部の説明
1 冷却水接続 (往路 )
2 冷却水接続 (復路 )
3 凝縮水排出器

凝縮水排水継ぎ手に適した柔軟なホース (直径 
12 mm、1/2") を本体下部、イラスト 8 のようにつ
なげてください。

水の逆流を避けるために、ホースの断面積を狭め
ないでください。

5.4 冷却水用配管の接続
水冷式熱交換器には、G⅜" おねじを使って、冷却水
往路および冷却水復路用に、固定式配管を接続する
ことができます。
付属のガスケットを HD 継ぎ手に乗せてください。

配管の継ぎ手用ナットを、手応えを感じるまで締
め付けてください。

イラスト 9: 冷却水用配管の接続

衛生上のリスク！
細菌の形成を避けるために、凝縮水はホー
スを使用して確実に処理される必要があり
ます。
ホースは定期的に外し、凝縮水排水継ぎ手
の外側を洗浄してください。
この製品を DIN EN 1672-2 による食品加工
エリアに設置する場合は、食品衛生法適合
の材質で作られているホースを使用する必
要があります。

11

12

13

approx. 5 mm

衛生上のリスク！
ホースの先端を排水溝や何らかのパイプに
入れないでください。 ホース内に細菌が形
成されたり、バクテリアが増殖したりする
危険性があります。
洗浄を容易にするために、本体下部から
ホース先端まで、約 5 mm の間隔をあけて
ください (イラスト 8 参照 )。

衛生上のリスク！
ガスケットは主にねじ部の隙間を埋めるた
めに使用され、洗浄を容易にします。 

注意！
配管のきついねじ接続を確立するには、適
切な密封手段（例えば、パイプシーリング
テープもしくはシーリングコンパウンドの
使用）を用いらなければなりません。
青色のリングは、内部の水循環経路のシー
ルとしては機能しません。 その目的は、あ
くまですべての衛生関連規制の遵守を確実
にすることです。
8 リタール 水冷式熱交換器 HD
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イラスト 10: 固定式配管の取り付け

5.4.1 水質に関する注意事項
ユニットを安全に使用していただくため、冷却水ガ
イドラインを必ず遵守してください (VGB-R 455 P)。
冷却水にボイラースケール (水垢 ) が生じないよう、
硬度、特に炭酸塩硬度を低く抑えることが重要です。 
特に循環冷却方式が使われている場合は、炭酸塩硬
度を高くなりすぎないようにしてください。 しかし、
冷却水は軟度が高すぎても腐食が生じてしまいます。 
冷却水を再冷却する際は、大量の水の蒸発で塩分濃
度が上がりすぎないように注意してください。溶質
濃度が上昇することで導電率も上昇し、水が腐敗し
やすくなります。
常に適度な量の淡水を投入してください。
同時に、濃縮水の一部排出も行ってください。
冷却水は次の基準を守ってください：
– ボイラースケールが生じやすく、除去が難しい石
膏質の水は冷却には適しません。

– 使用する水は、項 13「水質データ」の水質データ
の範囲を外れないようにしてください。

– 汚泥や微生物による汚染の原因となるため、有機
物の含有はごく微量に抑えてください。

5.4.2 Reクーリングユニット (チラー ) での水の用
意とお手入れ

冷却する機器に応じて、冷却水に求められる純度が
定められています。 使用する水の準備やお手入れは、
汚染度や再冷却システムのサイズならびに構成内容
に応じて、適切な作業順序で行ってください。
産業用冷却システムで主な不純物を除去する最も一
般的な手順：

注記：
固定式配管のねじを緩めたり締め付けたり
する場合は、必ずユニット側の HD 継ぎ手
を SW 22のスパナで固定してください。 ユ
ニット内の接続箇所に漏れが生じないため
です。

衛生上のリスク！
この製品を DIN EN 1672-2 による食品加工
エリアに設置する場合は、必ずサニタリー
バルブのような、材質や隙間に関して衛生
的である配管機器を使用する必要がありま
す。
段差ができないように、HD 継ぎ手の反対
側のナットも、HD 継ぎ手と同じ直径の
ナットを使用する必要があります (24 
mm)。

注記：
水循環経路を汚染や超過圧力から保護して
ください (許容最大使用圧力：10 バール
)！
水流方向に注意し、水漏れがないかを必ず
確認してください！
ユニットにエア抜きはありません。 水密型
システムの場合は、配管上にエアー抜きを
設けてください。

警告！
水冷式熱交換器の水循環経路に関する作業
を開始する前に電源を切り、誤操作による
再投入がないように、安全策を講じてくだ
さい。

注意！
流量 >400 l/h は、ユニットが故障する原因
と成り得ます。 調節弁 (品番 3301.930/

940、3201.990) などを利用して、流量調
節を行うことが望ましいです。 過度の流量
による損傷は、リタールによる保証の対象
となりません。

水の汚染 処置

機械による汚染 次のフィルターでろ過：
– スクリーンフィルター
– サンドフィルター
– カートリッジフィル
ター

– プレコートフィルター

硬度が高すぎる イオン交換を行って水を
軟らかくする

機械による汚染物質や硬
度を上げる物質を緩和す
る

安定剤や分散剤を注入す
る

化学物質汚染を緩和する 不活性剤や抑制剤を水に
入れる

表 3: 汚染とそれを除去するための手順
リタール 水冷式熱交換器 HD 9
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5.5 電源の接続

5.5.1 配線に関する注意事項
配線の際は、設備を使用する国および地域や管轄
の電力会社の定めた規定を必ず遵守してください。
配線は、必ず DIN EN 61 439 に従って行い、規格や規
定の遵守に関して責務を有する専門の技術者によっ
てのみ行ってください。

接続データ
– 電源電圧と周波数は銘板に記載されている定格 (公
称 ) 値に必ず合わせてください。

– ユニットと電源の間に温度調節器を追加しないで
ください。

– ノイズレスな等電位化が保証される接続を行って
ください。
過電圧保護と許容電圧
– 本ユニットには過電圧保護機能が備わっておりま
せん。 落雷や過電圧の保護に有効な対策は、事業者
により給電側で行ってください。 電源電圧は、定格
電圧の ±10% を超えないようにしてください。

銘板に記載されている配線用遮断器を使用して、
配線やユニットの短絡保護を行ってください。

銘板の表示に従って、モーターブレーカーを選ん
でください。 それを、記載してある定格電流に設定
してください。
そうすることで、最も確実な配線保護やユニット
保護を実現できます。

5.5.2 等電位化
EMC の理由により、ユーザー既存の等電位化システ
ムにユニットを接続する場合は、等電位化接続ポイ
ントに導線を接続することができます。 接続ポイント
は、そのための電気用図記号でしるされています。

5.5.3 電源の配線
結線記号に従って電源を接続してください。

イラスト 11: 回路図 3214.700 および 3215.700

張力緩和機能を設ける
ケーブルタイを付属品袋から取り出し、それ用の
穴に固定してください。

イラスト 12: ケーブルタイを取り付ける
各部の説明
1 ケーブルタイ

張力緩和機能を設けてください。

粘液細菌や藻類による生
物学的汚染物質

水にバイオサイド (殺生物
剤 ) を注入する

注記：
規格上、電源ケーブル内のアース線は、等
電位化導線としての効力はありません。

水の汚染 処置

表 3: 汚染とそれを除去するための手順

1
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イラスト 13: 張力緩和機能を設ける

6 運転を開始する
すべての取付作業が完全に終了するまで、水冷式
熱交換器の電源は入れないでください。
水冷式熱交換器の運転開始。 ファンは常時回転してい
るので、均等なエンクロージャー内温度分布が保証
されます。

7 設定温度の調整

本体背面にあるサーモスタットでご希望の設定温
度に調整してください (調整範囲 20°C ～ 60°C)。

イラスト 14: 設定温度の調整

8 温度監視
エンクロージャー内温度が設定温度より 10 K 以上高
くなると、無電位切替接点が作動します。 結線には本
体背面にある差込式端子台を使用します (端子 3 ～ 
5、切替接点 )。
– 端子 3： NC (ノーマル クローズ )
– 端子 4： C (エラーメッセージリレー、信号用電源
の接続 )

– 端子 5： NO (ノーマル オープン )
NC および NO とは、電圧が印加されていない時の状
態を定義しています。 

9 点検とメンテナンス

作業方法と作業内容：
水冷式熱交換器の表面に傷がないか、あるいは
パッキンに損傷がないかなどを定期的に点検して
ください。

傷は研磨剤によって取り除いてください。
損傷のあるパッキンは交換し、このマニュアルに
記載されているすべての締付トルクを定期的に点
検してください。 
水冷式熱交換器とエンクロージャー間の確実で衛
生的なシーリングを実現するためには、これらの
ことを厳守してください。

水冷式熱交換器の周囲に腐食している物がないか
をチェックしてください。
このような物は、ユニットを腐食させる可能性が
あります。
内蔵のファンはボールベアリングを採用しており、
湿気やほこりから保護されていて、感熱式監視機能
も装備されています。 期待寿命は、最低 30,000 運転
時間です。 冷却水が汚れている場合は、必ずフィル
ターをご使用ください。 メンテナンス周期： 2,000 運
転時間。

注記：
水冷式熱交換器は必ず指定の往路水温およ
び使用温度の範囲内でご使用ください。

注記：
工場出荷時の設定温度は +35°C に調整さ
れています。 省エネの観点から、設定温度
を必要以上に低く調整しないでください。

注記：
スイッチングヒステリシスは 4 K です。

警告！
水冷式熱交換器の水循環経路に関する作業
を開始する前に電源を切り、誤操作による
再投入がないように、安全策を講じてくだ
さい。

衛生上のリスク！
保守点検は、使用条件や周囲の状態にもよ
りますが、少なくとも一年に一度定期的に
行ってください。

注記：
水冷式熱交換器に、この取扱説明書や関連
文書に記載されていない変更を行わないで
ください。
リタール 水冷式熱交換器 HD 11
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10 水抜き、保管および処分

水冷式熱交換器は、必ず立てた状態で保管してくだ
さい。
廃棄処理は、リタール工場で行えます。
お問い合わせください。

排水：
氷点下での保管や移動を行う際には、水の供給方向
に合わせて圧縮空気を流し込み、水冷式熱交換器を
空にしてください。
そのためは、ヒートガンなどを使用して、人工的に
吸気口 (ファンの吸気部 ) の温度を設定温度よりも高
くし、電磁弁を開けます。

注記：
水冷式熱交換器を +70°C を超える可能性
のある場所で保管しないでください。
12 リタール 水冷式熱交換器 HD
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11 仕様
電源に関する仕様（電圧および周波数）は銘板に
記載されている内容に従ってください。

ヒューズは、必ず銘板に記載されているものをお
使いください。

* ステンレス製に関してはお問い合わせください

仕様 (テクニカルデータ )

一般的なデータ

注文番号 3214.700 3215.700

寸法 (幅 x 高さ x 奥行 ) [mm] 220 x 526 x 100 215 x 982 x 100

質量 [kg] 6 14

水配管部品 銅 / 黄銅 (Cu / CuZn)*

温度調節器 サーモスタット制御の電磁弁

音圧レベル Lp [dB(A)] <70

冷却能力

冷媒 水 (項 13 「水質データ」参照 )

配管寸法 ⅜" 円筒形おねじ

有効冷却能力 [W] L35 W10、400 l/h 0,65 1,2

ファンの風量 (無障害フロー ) [m³/h] 280 680

往路水温 [°C] >+1 ～ +30

許容使用圧力 p、最大 [bar] 1 ～ 10

使用温度 [°C] +1 ～ +70

設定範囲 [°C] +20 ～ +60

電気データ

電源接続 端子台に配線

定格電圧 [V、交流 ] 230

定格周波数 [Hz] 50/60

定格電流 [A] 0.16 / 0.14 0.38 / 0.47

配線用遮断器 (ディレイ ) 2 4

定格消費電力 Pel [W] 33/34 77/104

保護等級

IEC 60 529 準拠 IP 56/59

UL タイプ 4X

表 4: 仕様 (テクニカルデータ )
リタール 水冷式熱交換器 HD 13
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12 交換部品の説明

イラスト 15: 3214.700, 3215.700 の交換部品
各部の説明
10 ラジアルファン
16 フレーム形パッキン
32 弁
35 サーモスタット
85 飛沫水飛散防止
91 熱交換器

13 水質データ
システムの損傷を防ぐため、また機器を安全に使用
していただくために、リタールはシステムに使用す
る水が以下の水質データの範囲を外れないようにお
勧めしております。

試験条件では腐食がまったく認められなかったこと
から、システムはさらに高い腐食性のある塩水 (海水
など )にも耐え得ると考えられます。

注記：
交換部品のご注文時には、上記品番に加え
て次の項目も必ずお知らせください：
– ユニットタイプ
– 製造番号
– 製造年月
これらの項目は銘板に記載されています。

10

91

32
85

35

16

水質データ 単位 限界値

pH 値 7 ～ 8.5

炭酸塩硬度 °dH >3 ～ <8

遊離炭酸 mg/dm³ 8 ～ 15

二酸化炭素内包量 mg/dm³ 8 ～ 15

二酸化炭素発生量 mg/dm³ フリー

硫化物 mg/dm³ フリー

酸素 mg/dm³ <10

塩化物イオン mg/dm³ <50

硫酸イオン mg/dm³ <250

硝酸塩、亜硝酸塩 mg/dm³ <10

COB (科学的酸素要求
量 )

mg/dm³ <7

アンモニア mg/dm³ <5

鉄 mg/dm³ <0.2

マンガン mg/dm³ <0.2

伝導率 μS/cm <2200

蒸発後の固形残渣 mg/dm³ <500

過マンガン酸カリウム mg/dm³ <25

浮遊物 mg/dm³ <3

mg/dm³
3 ～ 15；

部分流浄化をお勧
めします

mg/dm³
>15；

継続的な浄化をお
勧めします

表 5: 水質データ
14 リタール 水冷式熱交換器 HD
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14 付録

14.1 特性線図

14.1.1 水の抵抗 ( 抗力 )

イラスト 16: 3214.700, 3215.700の水の抵抗 (抗力 )

各部の説明
ΔP 水の抵抗 ( 抗力 ) [ ミリバール ]
V 流量 [ リットル / 分 ]

14.1.2 冷却性能特性

イラスト 17: 3214.700, 50 Hz冷却性能特性
各部の説明
Tw 冷却水入り口温度 [°C]
Pc 総冷却能力 [W]
Ti エンクロージャー内温度 [°C]

イラスト 18: 3214.700, 60 Hz冷却性能特性
各部の説明
Tw 冷却水入り口温度 [°C]
Pc 総冷却能力 [W]
Ti エンクロージャー内温度 [°C]
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イラスト 19: 3215.700, 50 Hz冷却性能特性
各部の説明
Tw 冷却水入り口温度 [°C]
Pc 総冷却能力 [W]
Ti エンクロージャー内温度 [°C]

イラスト 20: 3215.700, 60 Hz冷却性能特性
各部の説明
Tw 冷却水入り口温度 [°C]
Pc 総冷却能力 [W]
Ti エンクロージャー内温度 [°C]
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注記：
この特性線図の作成には、きれいな熱交換
器が使われました。 熱交換器が汚れると、
冷却能力が下がる可能性があります。
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14.2 カットアウトサイズおよび穴径 

イラスト 21： カットアウトサイズおよび穴径 3214.700 および 3215.700
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SK 3214.700
クーリングユニット用組立説明書
1. 穴あけとカットアウト加工に入る前に、穴加工用テンプレートの寸
 法をチェックしてください。
2. 穴加工用テンプレートを接着テープでエンクロージャーのサイドパネルあ
 るいはドアに貼り付けてください。
3. センターポンチで印を付け、穴をあけ、バリ取りをしてください。
4. カットアウト部を線幅も含め切り抜き、バリ取りをしてください。
5. パッキンをユニットにはめ込んでください。
6. クーリングユニットを付属の全ねじボルト (M6 x 30) x 6 本、ワッシャー (A6.4)
 および ナット (M6) で固定してください。

SK 3215.700
クーリングユニット用組立説明書
1. 穴あけとカットアウト加工に入る前に、穴加工用テンプレートの寸
 法をチェックしてください。
2. 穴加工用テンプレートを接着テープでエンクロージャーのサイドパネルあ
 るいはドアに貼り付けてください。
3. センターポンチで印を付け、穴をあけ、バリ取りをしてください。
4. カットアウト部を線幅も含め切り抜き、バリ取りをしてください。
5. パッキンをユニットにはめ込んでください。
6. クーリングユニットを付属の全ねじボルト (M6 x 30) x 10 本、ワッシャー (A6.4)
 および ナット (M6) で固定してください。
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15 適合宣言書

イラスト 22： 適合宣言書
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Enclosures
Power Distribution
Climate Control
IT Infrastructure
Software & Services

You can find the contact details of all 
Rittal companies throughout the world here.

www.rittal.com/contact
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